
 

 

 

 

 
 

 

落ち着いた心で、新年度がスタートできました 
新年度のスタートから、約 2 週間がたちました。学校をまわって、クラスの様子を参観させてもらう

と、どのクラスも前向きな気持ちに満ちています。 
 

【1 年生】・・・学校生活のペースに少しずつ慣れてきて、チャイムで行動できる姿があります 

【２年生】・・・1 年生の学習習慣を生かして、話したり、発表したりする姿が元気です。 

【３年生】・・・校外学習に初めて出かけましたが、時間を守る行動、よい集団行動ができました。 

【４年生】・・・算数の少人数指導があり、落ち着いて話を聞く姿や考える姿が印象的でした。 

【５年生】・・・ｉＰａｄを使いこなして、意欲的に学習をしている姿が多くあります。 

【６年生】・・・通学班の班長・副班長さんの姿に優しさや気遣いが多く温かい姿に満ちています。 
 

那加三小の子どもたちのよさを感じることができるこの２週間でした。子どもたちの普段の前向きさ

や、保護者の皆さまの励ましの賜物です。学校生活が進む中には、いろいろな壁を感じることもあると

思いますが、優しくて前向きな那加三小の子どもたちなら、きっと糧として乗り越えてくれると信じて

います。 
 

授業参観・学級懇談会へのご参加ありがとうございました 

昨日 4/21 の授業参観、学級懇談会にご参加ありがとうございました。校長の話の時間に那加三小の

子どもたちの様子をお話ししました。再度になりますが、一番お伝えしたかった部分をご覧ください。 

那加三小の子は、本当によい子どもたちです。普段からできている姿のよさを、保護者の皆さま

や、私たち教職員が再発見して、子どもたちに伝えていくことを、共にお願いしたいと思います。難

しいことなのですが、がんばりましょう。 
 

本年度、特に、共にお願いしたいことは「いつもできている優しい姿に気づき、たくさん認め励ま

すこと」です。今日の朝の出来事です。前洞 5 班で、学校に来る途中で転んでしまった小さい子がい

ました。けがはなかったのですが、そのときは足が痛くて、いつものように歩けませんでした。どう

なったと思いますか？６年生の班長さんが優しい行動をしてくれたのです。いつも通り歩ける班員は

副班長さんにお願いして、自分は転んでしまった子と一緒に、その子が歩けるペースで、後から登校

してくれました。全部の班が通過した後に、二人が見守り隊の方と一緒に歩いてきたので、この温か

い姿が分かりました。でも、那加三小では特別なことではなく、誰かが困っていたらしてあげる、ふ

つうの姿なのです。これは、すごいことです。 
 

那加三小の子は、本当に優しいです。友達を助けようとしたり、困っていたら手伝おうとしたり、

「大丈夫？」と声をかけることができる子が、本当に多いです。今年は那加三小の子たちに、自分た

ちの優しさにいっぱい気づいてほしいと思っています。そこで、学校の教職員も励みますので、保護

者の皆さまも、「いつもできている優しい姿に気づき、たくさん認め励ますこと」をよろしくお願い

します。 
 

そうすればきっと、「自分に自信がもてる子」や「自分もみんなも大切にできる子」が育つはずで

す。周りの大人みんなで、優しい姿をいっぱい見つけて、いっぱい伝えて、那加三の子の優しい心を

育てましょう。 

（文責 校長 加藤浩幸） 

那加三だより  

那加第三小学校 

学校だより 

 Ｒ４．４．２２ 
学校の教育目標 「かしこく ゆたかに たくましく」 

←学校ホームページで、子ども達の姿をご覧ください http://edu-kakamigahara.com/naka3sho/ 
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